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●第２中隊が任務完遂
 「令和３年度第１次基礎となる部隊の訓練検閲」を実施

●日々奮闘！「自衛官候補生課程」

●「第６５回山形県縦断駅伝競走大会」に協力
●限界突破！己に立ち向かえ！

 「令和３年度師団レンジャー集合教育」

●コロナ対策・安全管理を万全に
　「令和３年度春季演習場統一整備」に参加
●「神町まつり」に協力
●「令和３年度師団長感謝状贈呈式及び
　　　　　　　　　　　　駐屯地司令感謝状贈呈式」
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新
隊
員
教
育
隊（
教
育
隊
長

：

浅
野
2
佐
）が
担

任
す
る
「
自
衛
官
候
補
生
課
程
」で
は
、
自
衛
官
と

し
て
必
要
な
資
質
を
養
う
と
と
も
に
、
各
職
種
共

通
の
基
礎
的
な
知
識
・
技
能
を
修
得
す
る
た
め
、

自
衛
官
候
補
生
た
ち
が
日
々
訓
練
に
励
ん
で
い

る
。4

月
23
日（
金
）、神
町
駐
屯
地
営
庭
に
お
い
て
、

入
隊
後
初
と
な
る
「
体
力
検
定
」を
実
施
し
現
状
を

確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
領
や
着
眼

点
を
学
び
、
記
録
を
更
新
す
る
た
め
の
知
識
を
深

め
た
。
30
日（
金
）に
は
神
町
駐
屯
地
内
に
お
い
て

「
10
㎞
徒
歩
行
進
訓
練
」を
行
い
、
同
期
で
励
ま
し

合
い
な
が
ら
全
員
が
完
歩
し
た
。
候
補
生
は
訓
練

を
通
じ
て
、
背
の
う
や
小
銃
の
携
行
要
領
の
見
直

し
や
、
マ
メ
の
出
来
る
位
置
を
掌
握
す
る
な
ど
、

次
の
訓
練
に
生
か
そ
う
と
い
う
向
上
心
が
各
所
で

見
ら
れ
た
。
5
月

12
日（
水
）に
は
東

根
射
場
に
お
い
て

射
撃
訓
練（
初
級
検

定
）が
行
わ
れ
、
候

補
生
た
ち
は
区
隊

長
の
指
揮
の
下
、

確
実
な
動
作
で
射

撃
を
行
う
と
と
も

に
、
大
き
な
声
で

射
撃
号
令
を
復
命

復
唱
し
元
気
溌
剌

と
し
た
姿
で
訓
練

に
励
ん
で
い
た
。

6
月
に
は
訓
練

評
価
、
25
㎞
徒
歩

行
進
訓
練
な
ど
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、

29
日（
火
）に
行
わ

れ
る
「
修
了
式
」ま

で
各
種
訓
練
に
励

ん
で
い
く
。

4
月
23
日（
金
）か
ら
28

日（
水
）の
5
夜
6
日
に
わ
た

り
、
王
城
寺
原
演
習
場（
宮

城
県
）に
お
い
て
「
令
和
3
年

度
第
1
次
基
礎
と
な
る
部
隊

の
訓
練
検
閲
」と
し
て
第
2
中

隊（
中
隊
長

：

久
我
谷
3
佐
）

が
、
課
目
「
行
進
に
引
き
続
く

陣
地
防
御
に
任
ず
る
第
一
線
普

通
科
中
隊
の
行
動
」に
つ
い
て
、

検
閲
を
受
閲
し
た
。

訓
練
開
始
に
先
立
ち
、
統
裁

官（
連
隊
長

：

荒
木
1
佐
）は

「
情
報
と
火
力
と
障
害
を
連
携
せ
よ
」

「
生
き
残
る
た
め
の
基
本
・
基
礎
を

確
行
せ
よ
」「
安
全
管
理
及
び
健
康
管

理
を
万
全
に
せ
よ
」の
3
点
を
要
望

し
、「
全
隊
員
が
一
丸
と
な
り
、
任

務
の
完
遂
に
邁
進
す
る
こ
と
を
期
待

す
る
」と
訓
示
し
た
。　

受
閲
部
隊
は
23
日
１
７
０
０
か
ら

徒
歩
行
進
を
開
始
し
、
各
隊
員
は
行

進
計
画
に
基
づ
き
速
度
を
維
持
し
つ

つ
、
隊
形
の
保
持
、
手
信
号
な
ど
を

用
い
た
無
声
指
揮
に
努
め
、
企
図
の

秘
匿
・
痕
跡
の
除
去
を
図
り
、
起
伏

の
激
し
い
演
習
場
内
約
40
kmを
整
斉

と
行
進
し
、
全
隊
員
が
良
好
な
状
態

で
完
歩
し
た
。

防
御
準
備
間
、
第
2
中
隊
は
掩
蓋

材
を
適
切
に
使
用
し
た
堅
固
な
陣
地

を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
陣
地
と
火

力
と
障
害
を
連
携
さ
せ
た
築
城
に
取

り
組
み
、
昼
夜
で
寒
暖
の
差
が
厳
し

い
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
真
摯
に

構
築
作
業
を
行
い
陣
地
を
概
成
さ
せ

た
。防

御
戦
闘
間
、

前
方
地
域
の
戦
況

を
継
続
的
に
把
握

す
る
と
と
も
に
、

前
進
す
る
敵
を
速

や
か
に
偵
知
し
、

障
害
と
連
携
し
た

砲
迫
火
力
を
迅
速

に
発
揮
し
て
陣
前

に
阻
止
し
た
。
ま

た
、
敵
航
空
機
に

対
し
て
は
迅
速
に

火
力
を
指
向
し
、

効
果
的
な
対
空
射

撃
を
実
施
す
る
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が

与
え
ら
れ
た
任
務

に
対
し
最
後
ま
で

諦
め
る
こ
と
な
く

取
り
組
み
、
任
務
を
完
遂
し
た
。

30
日（
金
）に
は
訓
練
終
了
後
の
研

究
会
が
実
施
さ
れ
、
隊
員
の
基
礎
動

作
の
ほ
か
、
戦
闘
様
相
、
成
果
及
び

教
訓
に
つ
い
て
認
識
を
統
一
し
た
。

連
隊
は
引
き
続
き
練
成
を
重
ね
、

更
な
る
練
度
向
上
に
努
め
て
い
く
。

隊容検査隊容検査

防御準備防御準備

連隊長現地指導連隊長現地指導

対抗部隊と交戦対抗部隊と交戦

迅速に対空射撃を実施
迅速に対空射撃を実施

砲
迫
火
力
を
発
揮

砲
迫
火
力
を
発
揮

日々奮闘！

銃を携行して全力疾走銃を携行して全力疾走

全員が10kmを完歩全員が10kmを完歩

弾薬受領弾薬受領集中して狙いを定める集中して狙いを定める
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施
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昨
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
「
第
65

回
山
形
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
」が

4
月
27
日（
火
）か
ら
29
日（
木
・
祝
）

の
3
日
間
、
山
形
県
全
域
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、
連
隊
は

協
力
隊
長（
本
部
管
理

中
隊

：

齋
藤
2
尉
）以

下
25
名
、
車
両
14
両

を
も
っ
て
協
力
し
た
。

本
大
会
は
山
形
新

聞
、
山
形
放
送
、
山

形
陸
上
競
技
協
会
な

ど
が
主
催
し
、
県
内

11
地
区
の
チ
ー
ム
が

3
日
間
に
わ
た
っ
て

北
の
遊
佐
町
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
各
市
町
村

を
経
由
し
て
、
南
の

米
沢
ま
で
を
縦
断

し
、
山
形
市
で
ゴ
ー
ル
す
る
山
形
県

の
春
の
風
物
詩
と
言
え
る
大
会（
全

29
区
間
、
総
距
離
３
０
５
・
1
㎞
）で
、

連
隊
は
昭
和
30
年
代
か
ら
大
会
に
協

力
し
て
い
る
。

協
力
隊
は
26
日（
月
）、
神
町
駐

屯
地
に
お
い
て
大
会
役
員
と
対
面
式

を
行
っ
た
後
、
開
会
式
が
行
わ
れ
る

酒
田
市
に
移
動
し
た
。
同
日
、
協
力

隊
長
が
開
会
式
に
参
加
す
る
と
と
も

に
、
協
力
隊
員
は
翌
日
か
ら
の
協
力

準
備
を
万
全
に
行
い
、
大
会
本
番
に

備
え
た
。
協
力
隊
は
大
会
期
間
を
通

じ
て
役
員
の
輸
送
、
通
信
連
絡
等
に

従
事
し
大
会
運
営
に
協
力
し
た
。

ま
た
、
連
隊
か
ら
は
選
手
と
し
て

2
名
が
参
加
し
、
北
村
山
チ
ー
ム
の

活
躍
に
貢
献
し
、
県
内
を
駆
け
抜
け

た
。

令
和
3
年
度
師
団
レ
ン
ジ
ャ
ー
集
合
教
育

（
担
任
官

：

連
隊
長　

荒
木
1
佐
）は
、
資
格
検

査
を
突
破
し
て
精
強
戦
士
の
証
で
あ
る
「
レ
ン

ジ
ャ
ー
」特
技
の
取
得
を
目
指
す
30
名
が
体
力

調
整
や
ロ
ー
プ
訓
練
な
ど
レ
ン
ジ
ャ
ー
隊
員
に

必
要
な
各
種
訓
練
に
励
ん
で
い
る
。

4
月
14
日（
水
）に
は
東
根
市
大
字
関
山
の
大

滝
に
お
い
て
、
山
地
潜
入
の
課
目
が
行
わ
れ
た
。

学
生
た
ち
は
、
乱
川
渓
谷
の
谷
間
、
水
面
か
ら

高
さ
約
25
m
に
構
成
さ
れ
た
長
さ
33
m
の
ロ
ー

プ
橋
を
、「
レ
ン
ジ
ャ
ー
!!
」と
気
迫
溢
れ
る
気

勢
で
恐
怖
に
打
ち
勝
ち
、
モ
ン
キ
ー
や
セ
ー
ラ

ー
な
ど
の
要
領
で
全
員
が
ロ
ー
プ
橋
を
渡
橋
し

た
。そ

の
ほ
か
に
、
20
日（
火
）21
日（
水
）に
は
、

天
童
市
山
寺
に
お
い
て
山
地
総
合
訓
練
が
、
5

月
4
日（
火
・
祝
）に
は
天
童
市
貫
津
沼
に
お
い

て
水
路
潜
入
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
6
日（
木
）に

神
町
駐
屯
地
で
特
別
な
体
力
評
価
と
な
る
体
力

調
整
3
の
③
と
し
て
、
小
銃（
約
3
㎏
）を
携
行

し
た
状
態
で
、
か
が
み
跳
躍
や
障
害
通
過
、
10

マ
イ
ル
走
が
実
施
さ
れ
、
気
温
が
上
昇
す
る
厳

し
い
環
境
下
で
、
歯
を
く
い
し
ば
り
、

汗
を
流
し
な
が
ら
、
全
員
が
一
生
懸

命
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

今
後
学
生
は
、
約
1
ヶ
月
間
に
わ

た
っ
て
行
わ
れ
る
行
動
訓
練
に
臨
み
、

体
力
・
気
力
の
限
界
に
挑
戦
し
、
6

月
11
日（
金
）の
「
帰
還
式
」に
お
い
て

「
レ
ン
ジ
ャ
ー
き
章
」の
獲
得
を
目
指

す
。

大会役員との対面式大会役員との対面式

丁寧に車両を整備丁寧に車両を整備

大会2日目第20区を走る　本部管理中隊　長嶋2曹大会2日目第20区を走る　本部管理中隊　長嶋2曹

高さ約25m、長さ約33mのロープ橋を渡橋高さ約25m、長さ約33mのロープ橋を渡橋

役員の輸送及び通信連絡に従事役員の輸送及び通信連絡に従事

大会1日目第1区でスタートを切る　
大会1日目第1区でスタートを切る　

第3中隊　斎藤3曹　（左から2番目）
第3中隊　斎藤3曹　（左から2番目）
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山
形
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縦
断

山
形
県
縦
断

駅
伝
競
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大
会

駅
伝
競
走
大
会

「「令和３年度 令和３年度 師団師団
レンジャー集合教育」レンジャー集合教育」

協力

体力体力
調整調整
３の③３の③

山地山地
総合総合

水路水路
潜入潜入

限界突破！限界突破！

己に立ち向かえ！己に立ち向かえ！



5
月
11
日（
火
）か
ら
17
日（
月
）ま
で
の

間
、
王
城
寺
原
演
習
場
に
お
い
て
実
施
さ
れ

た
「
春
季
演
習
場
統
一
整
備
」に
連
隊
整
備
隊

長（
連
隊
長

：

荒
木
1
佐
）以
下
約
３
５
０
名

が
参
加
し
、
演
習
場
の
機
能
維
持
・
向
上
の

た
め
の
整
備
を
行
っ
た
。

10
日（
月
）に
は
駐
屯
地
に
お
い
て
連
隊
編

成
完
結
式
を
行
い
、
連
隊
整
備
隊
長
は
「
万

事
作
戦
を
基
準
と
し
、
任
務
を
完
遂
せ
よ
」

「
コ
ロ
ナ
対
策
を
万
全
に
実
施
せ
よ
」「
安
全

管
理
」の
3
点
を
要
望
し
、「
作
業
工
程
管
理

を
適
切
に
実
施
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
を
図
り
つ
つ
、
安
全
管
理
を

徹
底
し
、
1
件
の
事
故
も
な
く
任
務
を
達
成

せ
よ
」と
訓
示
し
た
。

11
日（
火
）か
ら
は
演
習
場
に
お
い
て
、
連

隊
の
担
任
区
分
で
あ
る
D
︲
2
弾
着
地
の
整

備（
担
当

：

第
1
・
2
・
3
及
び
重
迫
撃
砲

中
隊
）、
演
習
場
内
道
路
の
整
備（
担
当

：

第

1
・
2
・
3
・
4
中
隊
）、
各
射
場
の
整
備（
担

当

：

本
部
管
理
中
隊
）、
訓
練
地
域
の
伐
開

（
担
当

：

第
4
中
隊
）を
実
施
し
た
。

整
備
実
施
間
、
隊
員
た
ち
は
安
全
距
離
を

十
分
に
確
保
し
つ
つ
、
互
い
に
声
を
掛
け
合

い
な
が
ら
草
刈
機
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
操
作

す
る
な
ど
安
全
管
理
を
徹
底
し
て
い
た
。
ま

た
刈
り
終
え
た
草
は
隊
員
が
横
隊
に
な
り
一

気
に
集
積
す
る
な
ど
全
員
が
一
致
団
結
し
て

効
率
的
に
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

連
隊
整
備
隊
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
計
画

よ
り
1
日
早
い
15
日（
土
）に
整
備
を
概
成
さ

せ
、
17
日（
月
）に
は
担
任
官（
第
2
施
設
団

長

：

圓
林
陸
将
補
）の
点
検
を
受
け
、
1
件

の
事
故
も
な
く
任
務
を
遂
行
し
た
。

・重迫撃砲中隊
・菊地　篤　曹長　
　4月25日付
・大江町在住

・第1中隊
・本間　明　1曹　　
　5月17日付
・東根市在住

永年の勤務、
お疲れ様でした。

令
和
三
年
五
月
三
十
一
日
発
行
　
発
行
所
／
山
形
県
防
衛
協
会
　
印
刷
／
藤
庄
印
刷
株
式
会
社

5月3日（月・祝）、若木山特設ステージ（東根市）
において神町まつり実行委員会が主催する「神
町まつり」に協力した。
連隊からは第3中隊の2名が参加し、車両展
示（軽装甲機動車）を行った。隊員たちは、来場
者に軽装甲機動車についての説明を実施したほ
か、車両の上などで子供たちと一緒に記念写真
を撮る等、地域住民等の自衛隊の活動に対する
理解の促進と親近感の醸成を図った。

4
月
18
日（
日
）、
司
令
部
第

2
・
3
会
議
室
に
お
い
て
「
令

和
3
年
度
師
団
長
感
謝
状
贈
呈

式
及
び
駐
屯
地
司
令
感
謝
状
贈

呈
式
」が
行
わ
れ
、
連
隊
長（
荒

木
1
佐
）が
陪
列
し
た
。

師
団
長
感
謝
状
贈
呈
式
に
お

い
て
は
、
平
素
か
ら
我
が
国
の

防
衛
と
自
衛
隊
の
使
命
に
深
い

御
理
解
を
示
さ
れ
、
特
に
第
6

師
団
及
び
第
20
普
通
科
連
隊
の

隊
務
運
営
及
び
隊
員
の
士
気
高

揚
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
た
、
第

20
普
通
科
連
隊
協
力
団
体
「
翔

山
会
」副
会
長　

小
嶋
信
一
様

に
対
し
、
師
団
長（
鬼
頭
陸
将
）

か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

ま
た
、
5
月
19
日（
水
）に
は
連

隊
長（
師
団
長
代
理
）が
ト
ヨ
タ

カ
ロ
ー
ラ
山
形
株
式
会
社
様
を

訪
問
し
、「
翔
山
会
」監
事　

鈴

木
肇
子
様
に
感
謝
状
を
手
渡
し

た
。

ま
た
、
駐
屯
地
司
令
感
謝
状

贈
呈
式
に
お
い
て
は
、
神
町
駐

屯
地
及
び
第
20
普
通
科
連
隊
の

各
種
行
事
に
対
し
積
極
的
に
参

加
し
、
隊
員
と
の
強
い
絆
を
築

く
な
ど
部
隊
に
対
し
て
の
多
く

の
御
協
力
に
よ
り
駐
屯
地
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
た
、
第
20
普
通

科
連
隊
Ｏ
Ｂ
会
副
会
長
大
沼
信

廣
様
に
対
し
、駐
屯
地
司
令（
叶

陸
将
補
）か
ら
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
た
。ま
た
、5
月
14
日（
金
）

に
は
連
隊
長（
駐
屯
地
司
令
代

理
）が
有
限
会
社
バ
リ
ュ
ー
・

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
様
を
訪
問

し
、
東
北
方
面
隊
オ
ピ
ニ
オ
ン

リ
ー
ダ
ー
（
平
成
29
年
に
連
隊

が
推
薦
）長
谷
山
裕
様
に
感
謝

状
を
手
渡
し
た
。

連
隊
長
は
4
名
の
連
隊
に
対

す
る
御
理
解
・
御
協
力
に
深
甚

な
る
感
謝
の
意
を
表
し
た
。

「神町まつり」に協力「神町まつり」に協力

「「令和３年度 令和３年度 師団長感謝状贈呈式及び駐屯地司令感謝状贈呈式」師団長感謝状贈呈式及び駐屯地司令感謝状贈呈式」

第20普通科連隊協力団体「翔山会」副会長　第20普通科連隊協力団体「翔山会」副会長　
小嶋　信一様小嶋　信一様

東北方面隊オピニオンリーダー　東北方面隊オピニオンリーダー　
長谷山　裕様長谷山　裕様

第20普通科連隊OB会副会長第20普通科連隊OB会副会長
大沼　信廣様大沼　信廣様

第20普通科連隊協力団体「翔山会」監事第20普通科連隊協力団体「翔山会」監事
鈴木　肇子様鈴木　肇子様

賑わいを見せた自衛隊ブース賑わいを見せた自衛隊ブース

「「令和３年度 令和３年度 春季演習場統一整備」に参加春季演習場統一整備」に参加

距離間隔を保ち安全に作業を行う距離間隔を保ち安全に作業を行う

横隊になり作業効率を向上横隊になり作業効率を向上

慎重に伐開慎重に伐開一致団結し大木を運搬一致団結し大木を運搬

・第４中隊　３曹　　三宅　智成
（器材操作手等としての功績）

優秀隊員紹介

各種表彰
【第２施設団長より褒賞メダル】　　　
○令和３年度

　春季演習場統一整備優秀隊員
（器材操作手等としての功績）
第４中隊　　　３曹　　三宅　智成

【令和 3 年度物品愛護強化期間】
○ポスターの部

最優秀賞
第 4 中隊　　　1 曹　　東海林　勝

○標語の部
最優秀賞
本部管理中隊　1 曹　　澤田　明裕

「不稼働を　なくして示そう　精強度」

優秀賞　　　　
重迫撃砲中隊　3 曹　　高島　拓弥

「官品を　正しく使おう　国のもの」

優秀賞
第 4 中隊　　　士長　　二藤部智輝

「常に持つ　物も心も　なくさない」

【4 月警衛勤務優秀らっぱ手】
・第 3 中隊　　　士長　　荒木　　陸
（2 日上番）

・第 1 中隊　　　3 曹　　田仲　優斗
（6 日上番）

・重迫撃砲中隊　 1 士　　橋本　未句
（8 日上番）

・第 3 中隊　　　3 曹　　嶋之木唯悦
（19 日上番）

・本部管理中隊　士長　　長谷川武尊
（20 日上番）

6月行事予定
・天童高原634の松

　交流イベント協力

・令和３年度
　師団レンジャー集合

教育帰還式

・令和３年度
　自衛官候補生課程修了式

・令和３年度第１回予備自衛官招集訓練

❺日（土）

�日（金）

�日（火）

�日（金）～�日（火）

退官者
紹介

コロナ対策・コロナ対策・

安全管理を万全に
安全管理を万全に


